
中学部生活単元学習指導計画



Ｕ
動

指導計画作成上及び活用上の留意点

1．行事単元を中心に計画し，自発性の醸成をねらうために，計、（話し合い）－実践（練滑

・製作等）－反省の過程を基本に噸元の学習活動を考えた。

２各単元に多くの時間をかけ，製作活動や表現活動，野外学蒋等を通して，ゆとりある学習活

動を展開できるようにした。

3．先行（過去の）経験を足がかりに経験を拡大し深化させるような単元を椎成した。

４生徒どうしのかかわりを深め，拡大するために，班活動や学部の活動もとり入れた。

５．－人ひとりに応じた役割を与え，楽しく活動することによって成就感・満足感を味わい，意

欲的に活動できるような場面を多く導入する。

6．季節に応じた自然観察や飼育・栽培などを適宜取り入れるようにする。

7．他教科や髄域と関連を図りながら充実させていく。

8．生徒と教師が共に活動する場面や，承認・激励等を多くし，意欲的に学習するようにする。

９．まとまった時間を必要とする活動は，特設日を当てる。

○

単元の中で配慮する道徳徳目一覧
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中学部４～５月

－１４６－

単
元
名

学習活動・内容

1．新しい学年，学級について話:.′合う。

(1)腐己紹少をする。

。自己紹介のしかたｏ質問

学年・学級のきまりの話し合いをす

る。

ａ座席，ロッカー，くつ箱，･係・日

瞳，朝（帰り）の会，更衣，校時表

F1課帳，時間割，生活の心得

(3)教室の飾りつけをする。

ｏ材料，道具，しごとの役割

2．歓迎会をする。

(1)計画・準備の話し合いをする。

(2)発表（歌，ダンス）の練習をする。

(3)各係の決定をする。

3．学校内めぐりをする。

(1)登校からｒ枝までに生活する部屋を

まわる。

ｏ靴箱→更衣室→教室-桑教官室，

便所

(2)特別教室等をまわり，その‘使い方を

知る。

ｏ脊楽裳，作業素，給食室，体育館

‘保険霊，学級鯛，運動場など

(3)小学部，「闘等部，管理棟とその使い

方を知る。

4．学校，学部行覗に参、:する。

(1)５月のカレンダー作りをする．

ｃ小通勤会○群の野山の観察

。避難訓練ｏ潮干狩り

わたしたちの学校

（６３）

目
標

。進級や入学の喜びを味わわせ,[Ｉ鍵鳥としての畠i霊読了
協力して学級づくりをするとともに身近な環境への理解を深

め，それを建活の中で生かそうとする態度を育てる。

Ｏ学校や学級のきまりを知り，集団生活に慣れさせる｡

留意点（「動き；の手だて:)

ｏ詳しく自己紹介させ，文字カ

ード集めや友達あてゲームなど

をして親睦感を深め協調性泰．高

める。

ｃ学校生活の流れを具体的に意

識づけさせ,みんなで協力しなが

ら集団生活ができるようにする。

ウ掲示物はできるだけ生徒に書

かせ，絵や写真等も利用する。

ｏ佳徒の考えを生かし自主的に

港勤させながら１年生を迎える

ふんいきを高める。１年生には

入学の喜びを味わわせる。

ｏ２．３年生には条件を与え目

分で正確に各場所をまわれるよ

うにする。１年/kは場所をおっ

て順次なれさせる。

ｏ各教室等の特別煎川具を準備

し，それがどんな場所にあるか

確かめさせるまわり方をした上

で名教室等の目的を考えさせる。

○昨年のスライドや写真を刷尻

したり経験を発表させたりして

学習意欲を喚起する。

備考

･文字カード

･名札

・目かくし布

｡生活のしおり

・紙類

･絵，写真

･作文

・テープ

．;校内配置図

・標札の名前

・用具類

・５月のカレソ

ター

。スライド



中学部４～５月

－１４７－

○

○

木市見学ｏスケッチ大会

歯科検査ｏ家庭訪問

(2)小運動会についての話し合いや練習

(3)

をする。

○

○

戸
■
０
日
０
１
０
８
０
１
０
０
，
０
」

日 程○種目ｏ係

練習

小運動会に参加する

一
Ｉ

－－－－－－－－－－－」

(4)春の野山の観察をする。

○

○

日程◎場所。準備

約束ｏ春の野山の植物

(5)潮干狩りをする。

○

○

日程ｏ場所。準備

約束

5．学校の周りの様子を調べる。

(1)学校周辺の様子を話し合う。

○

○

道路ｏ交通機関ｏ建物

川や山

(2)学校周辺の見学をする。

○

○

○

交番。病院ｏ郵便局

学校ｏ商店ｏ銀行

電停・バス停ｏ川や山

(3)学校を中心とした絵地図を作る。

○ 下書き。はりつけ◎色ぬり

(4)家から学校までの道路や交通機関を

調べる。

○

○

自分の家から学校まで

友だちの家から学校まで

(5)他校との交歓会をする。

○

○

計画ｏ準備ｏ練習

製作

ｏカレンダーは絵などで具体的

○

○

○

○

にし ， 後日生徒が理解し利用し

やすいものを作る。

運動会のＶＴＲや写真で具体

的なイメージを持たせ，活動が

積極的になるようにする ０

みんなで力をあわせ，最後ま

でがんばることの大切さを理解

させる。

具体的な資料で春の特徴に気

づかせ，季節感を味わわせる。

野外活動は個々の生徒に係を

もたせ，集団の一員としてきま

りを守って安全に行動できるよ

うにする。

ｏス

○

○

○

○

フ イドを見せながら知って

いることを発表させ学校周辺の

様子に対する関心を高める。

できるだけ内部の見学も組み

それぞれの役割等を理解させ，

自分たちの生活とのかかわりあ

いも考えさせる。

立体模型を準備し，生徒の作

った平面地図の上に置かせる。

すごろくや乗り物ごっこなど

ケーム化して行ない，礼儀や文

通ルールなど実際の場面を想定

してやらせる 。

記念品を自作させたりして他

校の生徒にも積極的に接してい

こうとする態度を育てる。

●

●

●

●

写真

△
衣

⑫
芋
叩

ＶＴＲ

写真

・プログラム

●

●

●

●

●

●

編成表

運動会で使用

する用具

実物

写真・絵

図鑑

採集用具

・スライド

●

●

●

●

●

●

学校周辺の立

体模型

紙

立体模型

接着剤

市内地図

すごろく

・テープレコー

●

タ
。ｂ

ー

自作記念品



中学部６～７月
－

－１４８－

叩
・
工
名

学制活動・内容

１．楠油学稗について話し合い，学習計画

をたてる。

僧）昨年の職油学習を,思い兆す。

ｏ写真やＶＴＲの視聴

(2)今年の術泊学習の計面をたてる｡

ｃ場所や川i－Ｉｃ日程表づくり

｡柄助内涛ｏ班編成と班名

Ｏ準備するもの○係分

2．校内椎泊学科について話:,合い，学習

計画をたてる。

ｏ活動内蓉○日程表づくり

ｏ準備するものｏ係分担

3．校内縮油学科の練習と準術をする。

(1)レク;ノェーションについて話し合い，

練科をする。

ｏ係分掴

Ｏレクリューシミョンの練調

調理献立についての話し合いと炊飯

訓練をする。

(3)買物に行く。

(4)持ち物や用具の準備と点検をする〔

4．校内宿油学習をする。

5．校内描油学習の反省をする。

(1)用具の後始ﾉkをする。

(2)反省会をする。

6．宿油学習の練科と準備をするロ

(1)レクリエーションについて話し合い，

練稗をする。

ｏ夜のつどい

蔓の術泊学調

(５４）

剖

際

砿極的に仲よく活動し芯がら，集団の一員としてのきまりを

守り，捉割を果たすことができるようにする。

留意点（「動き」の手だて）

〈＞ＶＴＲ，写真を視聴:,て，宿

油学習のイメージを具体的に持

たせ意欲を高める。

ｃ場所や期日についてはすごろ

く遊びで理解させる。係分担を

Ⅲ砿にさせ資催感･潟力蝉態度.

自主性を育てる。

ｏ活動内容は生徒の意見を鍵か

して作成する。係分担をし個と

集隠のかかわりに気づかせるｃ

ｏ・-･人では活動できない生徒も

集団の中で楽しく練習，参那で

きるように..Z夫する。

｡ほう了の使い方から料迩ので

きるまですべての作業毒みんな

に経験させてから，係分担を決

めくり返し練習させる。

ｏ使用した用具を洗わせる。皇

の椿油学習への意欲をもたせる

Ｏレクiノェーションの内溶につ

いてはリズム，ゲームなど助き

を伴うものや集団でできるも

備考

・ＶＴＲ

｡写真

。ｶﾚﾝﾀﾞｰ

。地図

･すごろく

・テープ、

°炊飯鷹具

・お金

｡宿泊用具

｡宿泊用具



ｏキャンプファイアの意義 ,

○ 係分担

ｏレクリ エ －ションの練習

(2) プ ン卜張りの練習をする。

○ 係分担

○ テントの構造

○ 用具の種類や数，用途

○ テントの張り方

Ｏラァ ン卜のしまい方

(3)炊飯訓練をする。

ｏカレーライス
, 野菜サラダ

(4)出発の用意をする。

○

○

○

○

○

学校の用具の準備・点検

個人の持ち物の準備・点検

料理の材料その他の買い物

野菜ぎり

荷造り・積み込み

7．宿泊学習をする。

8．宿泊学習の反省をする。

(1)用具の後始末をする。

練習

(2)ＶＴＲ視聴や写真の整理をする。

(3)反省会をする。

○ 作文・絵ｏ発表

中学部６～７月

○

○

○

○

○

のを話し合わせ，友だちとのか

かわりをもたせる。

係分担をきめ，リーダーの指

示のもとにテント張り ， しまい

方をくり返し練習させる。用具

の用途やひもの方向については

教師の説明のなかで理解させる。

役割分担をするが，できるだ

けすべての作業を経験させる。

用具の用途，使用目的を理解

させてから，準備・点検させる。

個人の持ち物についても実際に

使用させたりしながらすすめる。

買い物は一人一品以上の物を

割りあててさせる。

宿泊学習の経験を思い出させ

ながら学習や作業をすすめてい

く。

－１４９－

°トーチ

・テープ

。テ ントー式

●

●

炊飯用具

調理材料

･宿泊用具

● ＶＴＲ

● 写真



中学部９～１０月

－１５０－

雌

■ロ

ノ1コ

′々
興亡２

挙 習活動・内容

典．夏休みの反省をし』２学期の心構えに

ついて話し合う。

ｏ夏休みの思い出

○里休みの生酒の反省

ｏ夏休みの作品展

ｏ二学期のめあてと行事

２迎勤会について話し合い，学習計画を

正てる。

戦昨律の運動会を思い出す。

ｏＶＴＲ，スライド視聴

12）今年の通勤会の計画を調べる。

ｏ日程ｏ種目

ｏ練習計画

(3)組分けと係決めをする。

ｏ応援係○種目説肌係等

3．連動会の練習と準備をする。

ｏポスター作りｏ全体練習

ｏ案内状作り。学部練習

ｏプ画グラム作りｏグランド整愉

。肱作りｏ会場作り

ｏ応援練習。予誇練習

4.：迷勤会に参加する。ｉ

Ｌ－－－－－－－－－－－－－．．

5．通勤会の反省をする〈，

(1)月:具の後始末をする。

(2)競技や係の反肴をする。

ｏＶＴＲ視聴

｡写真の終理

述動会

（４５）

目
標

集睦.の-･員として，話し合いや実践活動にすすんで参加する

態度を育てるとともに協調性，責任感，根気強さ，集団行動力

暗どを高める。

留意点（『動き』の手だて）

《＞日記や絵，写真などをもとに

ひとりひとりに話をさせ，みん

なで夏休みをふりかえさせる。

ｏ展示会は学校参観高に行う。

ｏ－学期の行耶表を作らせ，意

欲的に学習する気持ちを持たせる。

。視聴覚教材で通勤会のイメー

ジを具体的に持たせ，謙がどん

なことをしたか話し合わせる。

ｏカードや運動会の計i師表を作

らせ，通勤会への意欲を高める。

。立候補や推薦制を採用し，喰

徒の活発な活動の展開をはかる。

ｏ左側の四つは住徒中心の活動

にし，自主的に活動できるよう

配膳する。

。よい通勤会をするには練習や

製作過標の大切さを理解させる。

ｃみんなが力を合わせ，鎧後ま

でがんばることの大切さを理解

させる。

ｏグルーープで責任を持たせる。

ｃ出場した種目，係の冊漂のよ

うすを反省させる。

怖老

|・写真，絵

，。日記

|・夏休みの学謝
｜帳，生活表

|蝋…
１．Ｖ'工､Ｒ，等真

|堂…
･ｶﾚﾝグｰ．

|駕画‘
・・カード

|駕健”
七昨年の案内状

’やポスタ･一

|万幽麟
°カセット

｢計…’

|:懸皐
｜・プログZ全一‐



中学部１０月

－１５１－

単
元
名
秋の宿泊学習

(１９）

目

標

○

.○

宿泊学習を通して自分の役割がわかり，積極的に集団生活

に参加できるようにする。

野外活動を通して秋の野山の自然に親しませ豊かな心‘情を

培うとともに健康の増進を図る。

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

１．合同宿泊学習について話し合い，学習

計画をたてる。

(1)昨年の合同宿泊学習を思い出す。

○ 写真やＶＴＲの視聴

(2)今年の合同宿泊学習の計画をたてる。

○

○

○

場所や期日○日程表づくり

活動内容ｏ班編成と班名

準備するものｏ係活動

２合同宿泊学習の練習と準備をする。

(1)「夜のつどい」について話し合い,練

3．

習をする。

ｏキャンドルサービスの意義
●

○

○

係分担

レクリ エ 一ションの練習

、 練習

(2)「野外活動」について学習する。

○

○

木の実，虫 ９ 草の採集

アスレチックでの活動のしかた

(3)宿泊について学習する。

０

○

○

部屋わり

各施設の利用のしかた

寝具類のとり扱いの練習

(4)出発の準備をする。

ｒ
ｌ
Ｌ

○ 持ち物，用何の準備と点検
一一－一一一ー一一一一一－一一一ー一一一~７

合同宿泊学習に参加する。
一ー一一一一－－－－ーー一一－－一一一一－ ー」

4．合同宿泊学習の反省をする。

(1)用具の後始末をする。

(2)ＶＴＲ視聴や写真の整理をする。

(3)虫の飼育のしかたを学習する。

○

０

○

○

○

ＶＴＲ，写真等を視聴して，

宿泊学習のイメージを持たせ，

意欲を高める。

○

○

係活動は一人一役として，個

と集団とのかかわりに気づかせ

る。準備するものは夏の宿泊学

習を思いださせながらすすめる。

少年自然の家のしおりをもと

に計画，練習させる。

木の実や虫等を採集させる。

図や写真を利用して活動のしか

たをわからせる。

各施設の利用のしかたについ

ては事前に練習させる（入浴 ●

食堂の利用について・寝具類の

とり扱い等）

日程表にしたがって準備と点

検をさせ，用具の用途や使い方

まで理解，練習させる。

虫の飼育のしかたについては

万全の準備をさせ虫を死なせな

いように飼育・管理させる。

●

●

ＶＴＲ

写真

・カレンダ

●

●

●

●

絵

写真

しおり

ろうそく

・テープ

●

●

●

●

木の実，葉

写真，図絵

捕虫網

･部屋見取図

●

●

●

●

●

●

●

毛布

食器

宿泊用具

日程表

ＶＴＲ

写真

虫かご



中学部１０月下旬～１１月中旬
一

－１５２－

耐
で■

ﾉI』

名

学課活動・内容

1．修学旅行について話し合い，旅鰐言-画

を調べる。

(1)今までの修学旅行につい-ご話し合う。

。小学部(樹での修学旅行

ｏ先飛の,修学旅;fす

今年の修学旅行の計llIliを調べる

。慰義ｏ綻禰

ｏコース○桁袖場所

２月的地（熊本，官崎，大分）までの交

通や地理を調べる。

。」凸学場所や交通経路調べ

《＞地似|や時刻表の↓,L方

３旅f号中のマナーについて話し合う。

ｏ集団行動○交通機関の流用

ｏ旅館でのすごし方

ｏ約束ごとの決定

4．班細成をし，修学旅行のしおりぞ作る。

ｏ班細成ｏ係分

○部陰削り

ｏしおり作り

5．修学旅行の準Ｍｉや練稗をする。

。持ち物の点検。集合,盤列の練科

ｃ買物の計画立てや練料

Ｏレクij型…ションの練習
『ロロロロロ｡■･‐■画一一一一一一一一一一一▼

６．軒修学旅打に参加する。：
n－ｐ-..ﾛ._=ﾛｰﾛｰﾛﾛｰﾛｰ■._------m

7．‘修学旅行の,‘遣い出を話し合い反省するｃ

。楽しかったことの発表（嬬告会）

ｏ斯分たちの行動の反省

ｏ思い出のまとめ

修学旅行

(２１）

目
標

ｃ話し合いや製作活動を通:ﾉて，旅行への意欲を高めるとと

もに協調性を身につけさせる。

。交通機関の利尻や見学などにおける望ましい集団花勤のあ

り方を身につけさせる。

留意点<１助き』の手だて）

。視聴覚教材を利用し，旅行に

対して期待を持たせるとともに

旅行の雰囲気をつくる。

ｏ層作の旭図に沓きこんだり，

絵はがきやパンフレットを貼り

つげたりさせる。

。調べる，記入する鷹畿的赦活

動をとり入れ，グループで地図

を完蚊させる。

ｏ動住化させ．考えさせる。

｡楽しい修学旅行にするには，

きまりを守ることが大切なこと

手理解させる。

○・一・人ひとりの考えを尊重し，

--人ひとりが喜んで活動するよ

うに配虚する。

ｏ友だちの物も点検させる。

。必要以上の物を侍っていかな

いようにさせる。

○きびきびしただ動をさせる。

◎健康。安全に旅行ができるよ

うに観察，誘導に気を配る。

ｏ１年生や親に報告させる。

ｃ写真や絵はがきを有効に使い

旅行の思い出綴哉作らせる。

傭鍔

・スライド

．写真

・賊年度の修学

旅行のしおり

。凡jji､i地刀の地

剛

。I｡i作の地図や

時刻表

・生活訴練案の

利犀

・班編成表

°部膳割表

・コヒF一用笑

｡修学旅行のし

おり

．模擬の品物

。お金

・写真，絵はが

きなと



中学部１０月下旬～11月中旬

－１５３－

単
元
名
秋のよ

や

つ す

(２８）

目

標

○

○

植物や昆虫の観察・採集などを通して秋の自然に親しませ，

生活とのつながりに関心をもたせる。

採集物の観察・製作活動を通し，ものへの関心・好寄心，

探求心を育て，それを生活に生かす工夫や態度を培う。

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

1．秋のようすについて話し合う。

(1)宿泊学習を思い出す。

○

○

秋の野山ｏ草木や鳥や虫

気候・雲・月

(2)四季おりおりの絵や写真をみて季節

の移り変わりを知る。

○ 春夏秋冬。季節あて

○カードならべ

(3)秋に関係のあるものを取り出し，知

っていることを述べる。

○ 絵カードと実物

２野外学習について話し合う。

○

○

○

○

場所ｏ見たいもの

採集したいもの

準備するもの

採集したもので作ってみたいもの

3．秋のようすを観察したり，自然物等を

採集したりする。

○

○

○

○

市街地や田畑のようす

雲や動植物のようす

植物採集。昆虫採集

昆虫の飼威

4．採集したものを観察しながら，それを

使って飾りや遊び道具をつくる。

○ 型おし，ふきつけ，型とり等

５．作ったものを飾ったり身につけたりし

ながら秋の自然物のよさを味わう。

６．まとめをする。

０

○

○

○

○

写真やＶＴＲを視聴させ秋の

野山の特徴を気づかせる。

○

○

０

絵カードや写真で四季別のイ

メージを具体的にもたせた後,力

ドを使った季節あてなどのゲ

一ムをさせ,春夏秋冬の意識を深

める ◎

実物を準備し実りの秋を生活

と結びつけて考えさせる。

木の葉や木の実，採集用具な

どにふれさせて野外学習への意

欲を高める。

○

採集グループの編成をする。

気づき教えあう活動を大切に

しながらきまりを守って行動で

きるようにする。

採集はグループ間のかかわり

あいをもたせ全員が楽しく積極

的にできるように配慮する。

作ったもので楽しく遊ばせる

ことでよりいっそう秋への関心

が深まるようにする ０

自然と人間の生活との７t>かわ

りについて話をする。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

Ｖ ＴＲ

写真

絵カード

文字カード

実物

地図

実物

採集用具

採集用具

ビニール袋

虫かご

虫めがね

新聞紙・画用

紙・版画イン

キ・キリ・ハ

サミ
, 石膏等



－１５４－

中学部１１～１２月上旬

単

うじ

名

わたしたちと仕事

(４４）

目
標

○ 校内実習や職場見学などを通して，働くことへの関心と意

欲を尚め，進んで仕事をする態度を育てる。

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備 考

1．工場や施設で働く人々のようすを調べ

る◎

(1)パンエ場のようすをスライドを見な

がら話し合う。

○

○

○

働く人のようす

機械や道具

製造過漉

(2)授産施設見学をする。

(3)兇学後の感想を話し合う。

2．校内実習をする。

(1)はし入れ作業のしかたを話し合う。

○

○

○

兇学したことから

仕事の内容

作業上の注意

(2)はし入れ作業をする。（実習）

(3)実科の反省をする。

3．大きな店のようすを調べる。

(1)スーパー・マーケットについて話し

合う ０

ｏスーパー・マーケットの意味

○

○

０

ふつうの店との違い

働く人のようす

店の中のようす

(2)スーパー・マーケットを見学する。

○ ｢○○○○」見学

(3)見学後の感想を話し合ったり，絵に

描いたりする。

○

○

○

○

○

○

○

昨年見学した時のスライドを

利用し，見学したことを思い出

○

○

させ ， 興味・関心をもたせる。

給食で食べているパンの入っ

た箱を見せ，同じ会社であるこ

とに気づかせる。

実物のパンに手をふれさせな

がら ， スライドを見せる。

自分たちも経験したことのあ

るはし入れ作業や先輩たちの働

いている施設等を選び見学させ

る０

無言作業を徹底し，働く厳し

さを味わわせる。

協力して作業した結果(製品）

を見て，働く喜びを感じさせる。

見学予定の店の自作スライド

を見せ，見学の意欲をおこさせ

ろ

せ

○

実際に硬貨を用いて買物をさ

, 展示の工夫や支払い方法な

どが普通の店と違うことを感じ

とらせる。

描いた絵は展示し，機会ある

ごとに指導に役立てる。

・スライド

・パン箱

・実物のパン

●

●

●

作業衣

材料

硬貨

･作品の絵



中学部１２月中旬～下旬

－１５５－

単
元
名
クリスマス会

(２９）

目

標

○ 役割や仕事の分担をきめて，協力し助け合いながら，でき

るだけ自分たちで計画をたて，製作・練習を通して楽しくク

リスマス会をおこなうことができるようにする。

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

1．クリスマスについての話や歌などをし

らべて，くれの街の見学をする。

(1)クリスマスの物語を聞いたり，歌を

うたったりする。

○ 由来や意味

○クリスマス・ソング

(2)くれの街の見学をする。

○

○

商店街のようすｏかざりつけ

流れる音楽ｏ買物

2．クリスマス会の計画をたてる。

(1)昨年のクリスマス会を思い出す。

(2)今年のクリスマス会について計画を

たてる

○

○

０

０

○

０

期日や場所

プログラムの内容

係り

練習方法

発表のし方

3．クリスマス会の準備をする。

ｏレクリ

○

エ 一ション練習

かざりつくり

○ツリーつくり○ケーキつくり

○ 案内状つくりｏ会場つくり

4．クリスマス会をする。

5．あとしまつや反省をする。

。

○

○

○

教科学習と有機的に関連させ

ながら，生活化させていく 。

自作の紙芝居により由来や意

味を物語化させ，クリスマスへ

の関心を高める。

○

○

見学を通して，街にあふれる

クリスマスムードを感じさせ，

自分たちもクリスマス会を実施

○

したいという意欲をおこさせる‘

昨年のスライドで内容につい

て想起させ，今年の計画につい

て生徒たちの意見や考えがとり

○

入れられるようにする ●

話しあいの内容ごとにスライ

ドを利用して想起させる。

できるだけ自分たちで製作で

きる企画に助言し，分担を決め

共同作業を通して完成させてい

くようにする。

個の実態に即して多くの製竹

活動を与えるようにする。

父母連携の機会として，多く

の方が参観できるように工夫さ

せる 。

、 紙芝居

・クリスマス

●

キ ヤロルレコ

ドやテープ

実物の硬貨

・スライド

・スライド

･諸材料

･会場設営に必

●

要な諸道具

参観者の感抵

文



中学部１～２月

－１５６－

蝋

元

名

学栂活動・内森

ﾕ．冬休みの反禰をし，新年の心‘購えにつ

いて話し合う。

ｃ冬休みの思い出<絵，話）

。お年通調べｏ年賀状調べ

・新坪<３学期）のめあて，希

:》３学期の行蛎淵ぺ

・学級の係

2．冬の守然について調べる。

ｏ冬の火気，気流の変化

ｏ冬の特徴

・助物の冬ごもり

〈》植物の様‘丁

3．冬の保健・衛生について話し合う。

(1)冬の他雌維持について話し合う。

、病気やけがの注意，予防

ｏ戸.外での遊び

ｏ冬の迎助

ｏひび・あかぎれ・しもやけ

(２１暖腸について話し合う。

ｏ暖勝をする際の注怠

ｏ暖屍と換気の関係

○暖腸器具の収り扱吋

(3)冬の衣服について話し合う。

ｏ衣服の枚数

。厚着と薄才''ｉ

ｏ手袋とマフラー

ｏ気温と服装

冬のくらし

（５４）

目
標

ｏ冬の気雌や季節に関;:､‘,壬もたせ，冬の保健・衛生について

必要な雄本的習慣を身につけさせる“

ｏたこやすごろくを，自分たちの力で，協力して作り.とげる

rと(こよって，昭1毒性・協調性を育てる．

留意点（！~動き１の季だて）

ｏ冬休みの思い出は，友だちの

話を聞いたり，友だちに話をし

たりしながら，自淘な雰睡気で

反筒をさせる。

ｏ野外観察や，実際に氷や雪に

触れる．体験的な活動を』多くと

り入れる馨

･図鑑やスライド等を見せて，

他の季節の様子を比較させる。

ｏ耐寒訓練，持久走大会等の缶

事と関連をもたせながら，指導

をすずめる。

。実際に，通な暖鰯器具泰扱わ

せ･たい。

ｃ安全面に，充分配膳するｃ

ｏ写典やスライド等を兄せて，

夏の服装との忠絞をさせる｡

｡衣服の枚数を認べたり，マフ

ラーを身につけてみたり，実際

的な活動をとり入れる。

備老

｡冬休みの学科

･姪賀状

。刀レンダー

･温度計。

｡天気調

°図鑑

べ表

。スライト

・ＶＴＲ

｡絵や写奥

ｏストーブ

・与典やスライ

ド

°手袋

｡マフラ・－



ｏ昨年作ったたこや，市販のた

こを見せたり，たこつくりの過

程の絵カード等を見せたりして

たこつくりへの意欲を高める。

ｏ二人組やグループで作らせる。

その際，生徒の能力を充分配慮

して編成をする。

。寸法とりや切断など，役割を

はっきり決め，助け合いながら

作業が進められるようにする。

中学部１～２月中旬

･たこつくりに

必要な材料・

用具

仰
り
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ｏそれぞれに経験した遊びを紹

介しあい，代表的な遊びについ

ては，簡単に遊ばせる。

－１５７－

ｏ１年間の行事や学校内外ので

きごとなど，自分たちの身近な

ところから取材したすごろくが

作れるようにヒントを与える。

ｏ下絵や色ぬりなど，役割を分

担して作業を進めさせる。

○こまつくりやさいころつくり

は，他教科との関連を図りなが

ら指導を進める。

･すごろくつく

りに必要な材

料・用具

ｏ順番をきちんと守らせる。

ｏ遊びの進行係や呼出係などの

役割を決めさせ，教えたり助け

たりする場の設定を工夫する。



中学部２月中旬～３月

－１５８－

単
元
名

学習活動・内容

1．お別れ発表会をする。

(1)昨年のお別れ発表会を思い膿す。

ｏ写真，ＶＴＲ視聴

(2)計画をたてる。

○期篇．Ｈ程

〈）発表内容

ｏ係，役の決定

。練習計画

(3)練習をする:，

【~.~~~~ーー一一．.．…．．一ーーーーー１

(4)ｉ発表会に参川Iする。’
．..一一一一一一…ー－－－－－－．．－１

15）反省をする。

2．文集・アルバムづくりをする。

(1)真（３）年間を想起する。

(2)計画をたてる。

ｏねらい

。内容

○日程

(3)原稿書きと写真の整理をする。

(4)編集・製本をする。

(5)文集・アルバムを兄る。

もうすぐお別れ

（２５）

目
標

ｏお別れ発表会にすすんで参加し，表現力をのばすとともに

自分の役割・分担を知り，責任を果たせるようにする。

ｏ文集，アルバム作りを通して，卒業・進級する喜びと希望

を持たせる。

留意点（「動き」の手だて）

ｏ昨年の自分の係や役な群をそ

れぞれ,思い出させる。

ｏカレンダーーを使って発表会や

卒業式，,修了式の日付なども知

らせ，１年間のまとめの発表会

であることを認識させる。

ｏ国語や音楽などの教科学習と

の関連諾考えながら有機的に取

り扱っていく。

。１年間の学習のまとめとして

ひとりひとりの力が十分発揮で

きるようにする。

ｏ資鵜を豊富に使ってできるだ

けたくさんの事を思い出させ，

その'+Iから文集の題材をできる

だけ知分で見つけさせる。

Ｃｌ年間の行事カレンダーを作

らせ，自分たちで思い出をまと

めようとする意欲を高める。

ｏ文集・アルバムをつくる中で

1年間の思い出を賞由に楽しく

話し合わせる。

備老

。写真

｡ｶﾚﾝグｰ.

・今までの文集

・スライド

･ＶＴＲ

･写真




